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ページ１
大村市版災害時要援護者避難支援マニュアル　ＳＰコード概要版
おおむら災害時助け合いプラン

大村市災害時要援護者防災活動支援指針

自助・共助マニュアル編

本書はプラン本編から、特に災害時要援護者ご本人や、地域にとって必要な、自助と共助の取組みに関する部分を抜粋し、再構成したものです。

詳しい内容については、プラン本編をご参照ください。
なお、読み上げた場合の聴こえかたなどに配慮し、ＳＰコード版以外の文章とは若干表現が異なったり、説明を追加した箇所があります。予めご了承ください。
災害に立ち向かうための自助マニュアル

日常生活の中で常に災害の発生に備え、「自分の生命は自分で守る」という心構えを持つことが大切です。

災害時を生き抜くために、これだけはやっておきたいポイントを挙げてみました。

１　家族皆で「防災家族会議」を開き、災害時にどうするか話し合っておきましょう。
まず、 家族全員が共通の危機意識を持つことが必要です。
災害時をイメージし、日頃どんな備えが必要か、また発生後にどのように行動すればよいかなどについて、家族でじっくり話し合ってみましょう。

２　いざという時の連絡方法、集合場所を確認しておきましょう。
安否確認のために、一気に携帯電話の使用が集中すると、「ふくそう」という現象が起こり、通話ができなくなる可能性が高まります。そこで、携帯電話が使えないという前提のもと、連絡方法を予め決めておいたり、集合場所を決めておくとよいでしょう。

【参考】災害用ダイヤルの使い方

①　伝言を録音するときは、まず１・７・１を押し、次に１を押し、最後に市外局番からの電話番号を押してください。メッセージを残すことができます。
②　伝言を再生するときは、まず１・７・１を押し、次に２を押し、最後に市外局番からの電話番号を押してください。録音されたメッセージを聞くことができます。

ページ２につづく
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ページ２

３ 市防災メールの受信登録などを行い、日頃から災害情報の把握を心がけましょう。
携帯電話をお持ちのかたは、ページ５を参考にして市のホームページから防災情報メールマガジンに登録したり、災害時や災害の発生が予測される場合には ＦＭおおむら（７６．３MHz、http://fmomura.jp/index.php ）を聴くなど、日頃から災害情報の把握を心がけましょう。
４　自宅の安全性を高めましょう。安全な家に住んでいれば、不自由な避難所に行く必要がなくなります。

①　自宅の耐震診断を受けたり、必要な場合は耐震補強を行いましょう。

資金的に困難な場合、例えば寝室のみを補強したり、シェルター設置などの方法を検討してみましょう。
②　家具や家電などを固定しましょう。
家具や家電の転倒によって大ケガをしたり、最悪の場合には死亡することがあります。L字金具などを使って壁や柱に固定しておきましょう。

また、家具の扉にストッパーを取り付けたり、電灯の破損・飛散の防止のため、チェーン等を使って天井に固定しておきましょう。
③　ガラスなどの飛散を防止しましょう。
窓や食器棚などのガラス部分に、飛散防止フィルムを貼っておきましょう。また、食器棚の扉にストッパーを取り付けて、食器の破損と飛散を防ぎましょう。
④　室内は常に整備整頓しておきましょう。

脱出ルートの確保のため、物が散乱しないよう日頃から室内を整理しておきましょう。
5 高いところには物を置かないようにしましょう。
⑥　可能なら、お風呂には常に水を張っておきましょう。

もし水道水が止まった場合、入浴前なら飲料水に、入浴後でもトイレや洗い物、また消火活動などに利用できます。ただし、乳幼児などのいるご家庭では、浴室扉にストッパーを取り付けたり、必ず風呂ふたを使用するなど、取扱いに充分ご注意ください。
ページ３につづく
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ページ３

５　非常用品を準備しておきましょう。
①　リュックサックなどに非常用品を準備しておきましょう。

最低３日分の食料と水、懐中電灯、携帯ラジオ、緊急連絡先カードなどとともに、必要に応じて専用の医薬品や、補聴器、白杖等の日常生活用具類を備えておきましょう。
　　　
②　大切なものは、袋に入れフックなどに掛けておきましょう。
神戸市「人と防災未来センター」語り部さんのお話しによると、阪神淡路大震災のとき、部屋の中ではあらゆるものが飛んでいき、どこになにがあるか、全く分からなくなったそうです。特に白杖や補聴器など、なくてはならない用品は、壁フックなどにかけておくとよいようです。

③　寝室に着替えや靴などを準備しておきましょう。

速やかに安全に避難できるよう、寝室に着替えや頭巾、予備の靴を準備しておきましょう。
④　のこぎり、バール、ジャッキなどの災害救護用品を備えておきましょう。　
⑤　ホイッスルを身近に準備しておきましょう。

万が一瓦礫の下敷きになったりしたとき、声が出なくてもホイッスルを鳴らすことで、所在を知らせることができます。もちろん、防犯にも役立ちます。
⑥　「ブレーカーを落とす」などの注意書きや避難済みステッカーなどを準備しておきましょう。

自宅から避難所等に避難する場合を想定して、ブレーカーやガスの元栓を確認するための注意書きや、玄関に表示する避難済みステッカー等を準備しておきましょう。
６　避難場所、避難経路を確認しておきましょう。
日頃から、地域の避難場所や避難所がどこなのか、またバリアの有無など、施設の現状を確認しておきましょう。
その際、より安全な避難経路についても確認しておくことが必要です。

ページ４につづく
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ページ４

７　となり近所と仲良くしておきましょう。
災害発生時にすぐに頼りになるのは、となり近所の助け合いです。　

日頃から町内会活動などをとおして、ご近所との交流を深めておきましょう。

８　積極的に防災研修会や防災訓練に参加しましょう。
日頃から機会を捉えて、防災に関する研修会や防災訓練に参加し、自助・共助の意識を高めましょう。
９　自分だけで難しい防災活動は、地域の自主防災組織や町内会などに頼んでみましょう。
例えば、しんたい的な理由で家具の固定作業ができないなど、自分だけでは難しい防災活動がある場合は、積極的に地域の人たちに手助けを頼んでみることも大切です。
ページ５につづく
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ページ５
参考　大村市防災情報メールマガジンの登録の仕方

　　大村市防災情報メールマガジンの登録は、次の手順で行ってください。

　（携帯電話でドメイン指定受信されているかたは、「 city.omura.lg.jp 」を登録してください。）

１　大村市ホームページにアクセスしてください。
（ http://www.city.omura.nagasaki.jp/index.asp ）
２　画面の左側にあるメールマガジンのバナーをクリックしてください。

３　メールマガジン画面の上側にある「購読申請」をクリックしてください。

４　メールマガジン利用規約画面の規約内容を確認された上で、「同意する」をクリックしてください。

５　メールマガジン購読申請画面において、「個人情報」欄に名前とメールアドレスを入力し、「メールマガジン購読申請」欄の防災情報にチェックを入れたのち、「確認」をクリックしてください。

６　「セキュリティの警告」メッセージが出た場合は、「はい」をクリックしてください。

（警告が出なかった場合は、次の７の画面が表示されます。）

７　メールマガジン購読申請確認画面において、「個人情報」欄の名前とメールアドレスに間違いがないか、「メールマガジン購読申請」欄で防災情報が選ばれているかを確認したのち、「送信」をクリックしてください。

８　仮登録されたメールアドレスに、表題「大村市メールマガジン登録」のメールが送信されますので、画面したのアドレスをクリックしてください。

９　仮登録されたメールアドレスに、表題「大村市メールマガジン確認」のメールが送信されますので、画面したの「こちら」をクリックしてください。

１０　本登録されたメールアドレスに、表題「大村市メールマガジン登録完了」のメールが送信されたら登録作業は終わりです。次回分から防災情報の配信が始まります。

ページ６につづく
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ページ６
災害に立ち向かうための共助マニュアル

災害時に大切なのは、となり近所をはじめとする地域での助け合いです。　

「自分たちの生命は自分たちで守る」という心構えを持ち、災害時に皆で助け合うため、これだけはやっておきたいポイントを挙げてみました。

　

１　地域で自主防災組織の結成に取り組みましょう。

地域全体で災害に立ち向かうため、自主防災組織の結成に取り組むことが必要です。

特に、結成の過程でできるだけ多くの人たちと、防災意識を共有することが大切です。

さらに、地域内で専門的技能や知識を持った人材を発掘し、把握しておきましょう。

また、個人に限らず、地域内の事業所や医療機関、福祉施設等にも自主防災組織への加入を求め、様々な事態に対応できる体制、地域内ネットワークを整えておきましょう。

　　　　

２　非常用品を準備しておきましょう。

災害救助等のために必要な工具などを備えるとともに、発電機や重機などを保有している人や、事業所などを把握しておき、災害時に提供してもらえるよう、事前に相談しておきましょう。

　　　

３　災害時要援護者の把握と個別支援計画の作成を進めましょう。

①　地域に居住する災害時要援護者に、市への登録申請を勧めましょう。

②　市と、災害時要援護者登録情報の提供に関する協定を結び、地域に住む災害時要援護者を把握しましょう。

③　災害時要援護者の実態に合わせ、災害発生時の避難支援者や避難誘導時の留意点などを定める、個別支援計画を作成しましょう。
４　災害時要援護者の実態に合わせた防災訓練を実施しましょう。

地域に住む災害時要援護者と協力して、個別支援計画に沿った防災訓練を行いましょう。

訓練をとおして、災害時における安否確認や、避難誘導の仕方などを確認しておきましょう。

ページ７につづく
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ページ７
５　災害時要援護者の日頃の防災活動を支援しましょう。

しんたい的な理由等で、日頃の防災活動が難しい災害時要援護者に対し、家具の固定や配置がえなどの作業を手助けすることで、災害時要援護者の自助力の向上を支援しましょう。

６　災害時要援護者への情報の提供に努めましょう。

災害時要援護者は、多くの場合、情報の取得が困難です。

災害時に限らず、必要な情報が手元に届いていない場合が考えられるため、地域の中でも特にとなり近所のかたを中心に、日頃から災害時要援護者への情報提供を心がけましょう。

７ 災害時要援護者に配慮した避難所の確保・整備に努めましょう。

①　平常時に、関係する自主防災組織、学校、市防災部局などとともに、指定避難所等の運営方法の研究や運営訓練などを行いましょう。

②　指定避難所以外に、地域において一時避難所を予め選定し、スロープ設置や段差解消、トイレ改修など、可能な限り受入れのための環境整備を行っておきましょう。
③　避難所内における入所者の配置は、地域のつながりを持続するため、町内会などの地域単位とし、災害時要援護者が入所した場合も、本人の属する地域の区割内に配置するよう、配慮しましょう。

ただし、災害時要援護者のしんたい的・精神的な状態によっては、福祉避難所等に配置がえするなど、柔軟な対応を心がけましょう。

ページ８につづく
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ページ８
８ 救助隊、ボランティアなどを受け入れる体制を整えておきましょう。

災害発生時における救助や、避難所運営、瓦礫等の後始末、仮設住宅等への入居といった生活再建の各段階において、住民のニーズを把握し、市、救助隊、ボランティアなどと協力して解決を図るため、どのように支援を受け入れるのか、予め方針を定めておきましょう。

９ 日頃から災害時要援護者に地域活動への参加を促しましょう。

災害時に限らず、町内会の行事など、日頃の地域活動に、災害時要援護者に積極的に参加してもらうよう努めましょう。日頃の交流が助け合いの第一歩です。
ページ９につづく
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ページ９

災害時要援護者の日頃の備え、地域による避難支援等においての留意点　「抜粋」

　ここでは、特に視覚に障がいがあるかた、また、視覚に障がいがあり、補助犬を伴われているかたの備えに関する部分を抜粋しております。

視覚障がいがあるかたの備え

１　本人、家族の備え

「全ての災害時要援護者のみなさんに共通すること」

①　災害時の連絡方法や集合場所などを、家族や支援者と話し合って決めておきましょう。

②　テレビ、ラジオ、インターネット等の情報源の確保と情報収集を心がけましょう。

③　自宅の耐震診断、耐震補強を実施しましょう。

④　家具、家電等の固定化、フィルムによるガラスの飛散防止を実施しましょう。

⑤　部屋の中は常に整理整頓し、避難スペースを確保しておきましょう。

⑥　白杖、補聴器、緊急連絡先メモ、治療薬などの大切な物は、袋に入れて寝室の壁フックにかけるなどして、常に身近で安全な所に保管しておきましょう。

⑦　少なくとも３日分の食料・飲料水や日用品を入れたリュックサック等を準備しておきましょう。

⑧　服、雨合羽、手袋、靴、頭巾、ヘルメット等の一式を寝室に準備しておきましょう。

⑨　家族やかかりつけ医療機関、医療器具販売店等の連絡先を記入した緊急連絡カードを常備しておきましょう。

⑩　避難所の場所や避難経路を確認しておきましょう。

11 ホイッスルを常に携帯しておきましょう。

12 ブレーカーやガスの元栓を確認するための注意書き、避難済みステッカーを準備しておきましょう。

⑬　いざというときの手助けを、となり近所に頼んでおきましょう。

⑭　地元の自主防災組織や町内会が実施する、防災訓練などに積極的に参加するとともに、避難所のバリア確認など、受入れ体制についても事前に確認しておきましょう。

ページ１０につづく
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ページ１０

２　地域等の備え

1 視覚障がいがあるかたの特徴

・緊急事態の把握が不可能、または困難な場合があります。

・日常の生活圏外において、また災害時の環境変化によって、自力での避難が困難なため、介助者が必要です。

2 情報を伝達するときに配慮すること

「全ての災害時要援護者のみなさんに共通すること」

・ご本人、家族、避難支援者への情報伝達の方法を決めておきましょう。

「視覚障がいがあるかたの場合は、さらに次の点に留意しましょう。」

・音声、または準備が可能な場合は点字による情報伝達が必要です。

・弱視のかたの場合は、音声によって、またはマジックペンを使って文字や絵で状況を伝えます。

3 避難誘導するときに配慮すること

「全ての災害時要援護者のみなさんに共通すること」

・ご本人の状態に合わせて、安否確認や避難支援の仕方を決めておきましょう。

・避難が完了した後、避難済みステッカーを表示してもらうなど、確認漏れを防ぐよう努めましょう。

「視覚障がいがある方の場合は、さらに次の点に留意しましょう。」

・白杖を持たない方の手で、肘の上あたりを掴んでもらい、手引き介助で誘導します。落ち着いてゆっくり歩きます。白杖や腕を掴んだり、後ろから押したりしないでください。

・段差のある所では、段の手前で立ち止まり、上るのか下るのか伝えます。段が終わったら立ち止まり、段の終わりを伝えます。

・盲導犬を伴っているかたには、進行方向を説明します。盲導犬を引いたり、触ったりしないでください。

ページ１１につづく
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ページ１１

4 避難所で配慮すること

「全ての災害時要援護者のみなさんに共通すること」

・受入れのため、運営訓練やバリアフリー対策が必要となります。

・入所について、基本的には地元避難所が望ましいものの、状況によっては福祉避難所等への配置がえが必要となる場合があります。

・避難所の施設案内図の掲示が必要です。

・避難所生活におけるタイムスケジュールの掲示が必要です。

・各種情報の周知や救援物資等の配分が確実に行われるよう、充分な配慮が必要です。

・配給食の取扱い、衛生管理には充分に気をつける必要があります。

「視覚障がいがある方の場合は、さらに次の点に留意しましょう。

・出入り口に近すぎない、ほど良い場所を確保し、移動距離を少なくする配慮をします。

・構内放送、拡声器などにより、繰り返し音声情報を提供します。

・拡大文字、点字などで情報を提供します。

・介助者に確実な情報を提供します。

・白杖等の補装具や、日常生活用具の破損・紛失に応じて、修理、確保が必要となります。

・仮設トイレを屋外に設置する場合、壁伝いに行ける場所に設置するか、順路にロープを張って案内します。

ページ１２につづく
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ページ１２

補助犬（盲導犬、聴導犬、介助犬）を伴っているかたの備え

　基本的に、先ほどの視覚障がいがあるかたの備えと同じですが、ここでは、特に補助犬のための備えを考えます。

１　本人、家族の備え

①　ドッグフードの備蓄を心がけておきましょう。

②　かかりつけ動物病院、関係団体の連絡先を記入した緊急連絡先カードを常備しておきましょう。

③　かかりつけ以外の動物病院の連絡先を把握しておきましょう。

④　日頃から、地元の自主防災組織、町内会に、避難所での補助犬の受入れについて相談しておきましょう。

２　地域等の備え

①　避難誘導するときに配慮すること

・盲導犬を伴っているかたには、進行方向を説明します。盲導犬を引いたり、触ったりしないでください。

2 避難所で配慮すること

・出入り口に近すぎない、ほど良い場所を確保し、移動距離を少なくする配慮をします。

・補助犬用のトイレが必要となります。

本文おわり

次のページからはサンプル集です。
ページ１３は緊急連絡先カード、ページ１４は非常用品チェックカードと避難時チェックカード、ページ１５は避難済み表示カード、ページ１６は災害時要援護者登録申請書、ページ１７は災害時要援護者個別支援計画、となっています。

ご家族や支援者のかた、地域のみなさんと協力して、日頃から準備しておきましょう。
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